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写真11-7 左から堆肥舎、肥料舎、 写真lト8 古曾部園芸場と職員宿舎
本館、研究棟。







































反 応、 弱アルカリ性 硫酸 痕跡
臭 味 あり 亜硝酸 検出されず
清 濁 濁度 22.0 色度 21.0 硝酸 痕跡
全固形物 218.00 鉄分 3.50 
アンモニア 微量 硬度 3.66 

























写真11-19 ライ シメー タに栽植さ
れた柿
第 l節総記





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































学科名 回生 人数 実習時間数等
農 す且4ー与 科 1回生 30名 週1回 5時間必須科目
農林経済学科 1回生 31名 週1回 3時間必須科目
農林生物学科 1回生 14名 週1回 3時間必須科目
農林工学科 1回生 18名 週1回 3時間必須科目
農林化学科 2回生 38名 週1回 3時間選択科目
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助教授 講師 助手 行政(一) 行政(二)
1 12 10 17 
1 10 11 18 
1 12 10 38 




































年度 歳出 歳入 科学研究費補助金 委任経理金
昭和53 252，693 19，310 2，400 。
昭和54 263，769 20，151 6，730 。
昭和55 299，113 20，117 1，500 。
昭和56 298，252 20，301 。 。
昭和57 338，555 19，208 1，600 。
昭和田 273，588 16，329 1，400 。
昭和59 355，021 19，545 1，000 500 
昭和60 267，074 18，293 2，400 。
昭和61 326，917 19，292 400 800 
昭和62 306，655 19，758 900 2，000 
昭和63 324，192 18，267 900 1，100 
平成元 335，151 22，698 。 800 
平成2 356，431 18，502 。 3，280 
平成3 363，263 20，244 6，900 1，885 
歳出の大部分を占めるのは職員基本給などの人件費である。これらを除い
た物件費は昭和53(1978)年度が4，859万円であったのが、平成 3(1991)年度
には6，099万円となっている。歳入は農場生産物の払い下げによるものが大
部分である。
第3項その他
1.安満遺跡
昭和 3(1928)年の摂津農場開設工事の開始とともに、建物の建設、圃場の
造成工事、暗渠用土管の埋設、濯水設備の埋設等が敷地全体にわたって行わ
れた。また、果樹類の植付けに際しては、深さ 1m、直径 1mの植穴が圃
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第4節組織・財政・資料
場全面に掘られた。これに伴って弥生式土器や石器類が多数発見され、これ
以来この地域は弥生式文化安満遺跡として知られている。往時は圃場から耕
転時に土器片や石器が見つけられたそつであるが、現在は見つけることが困
難である。
昭和44(1969)年と同45年に主として遺跡範囲を確認する目的で、大阪府教
育委員会によって農場周辺部の遺跡調査が行われた結果、農場全域が遺跡に
含まれることが確認された。また、昭和47年8月から 9月に京都大学安満遺
跡調査団によって農場敷地の西南隅(京大職員宿舎建設予定地)の発掘調査が
行われた。これらの調査結果は 『高槻市安満弥生遺跡発掘調査概報j(1970 
年3月、大阪府教育委員会)およぴ f高槻市安満遺跡、の条里遺構・京都大学安
満遺跡調査団編J(1973年3月、京都大学)としてまとめられている。
2. 親睦会
農場の門柱から本館までの聞の両側に銀杏並木がある。この銀杏を農場の
シンボルとして、昭和29(1954)年11月1日「銀杏の会Jと称する親睦会がで
きた。会則によると、会員相互の親睦を図ることを目的とし、親睦会の開
催、物品の購入、慶弔見舞い、その他の必要な行事を行うとなっている。当
時の会費は本俸の100分の lで、支出は雑誌の購入費、予防注射謝礼、お茶
代、正月祝賀経費、スポーツ用品費、歓送迎会費、忘年会費となっている。
その後数回にわたり会則の改正が行われ、現在では「銀杏会」と称して、花
見の会、ビールパーティー、収穫祭、忘年会、歓送迎会などをも含めほぽ同
様な活動と役目を果たしている。
一方、京都農場にも昭和33(1958)年から「十八会Jと称する親睦会があ
り、歓送迎会、忘年会などが行われている。
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